
１．はじめに

昭和３３年改訂小学校学習指導要領の第４節理科
には、第４学年で「じゃがいも・さつまいもなど
のようないもには、でんぷん＊が含まれているこ
とを知り、それらからでんぷんを取り出すことが
できる」１）と示されている。だが、昭和４３年改訂
小学校学習指導要領から現行の小学校学習指導要
領には、前述と同様の記述は存在しない１）。
これに対して、皮をむいたじゃがいもの可食部
からデンプン＊を取り出す手法は、現在でも小学
館の HugKumというウェブサイト２）などで「自由
研究の題材」として紹介されている。デンプンは、
小学校から高等学校の理科の授業で扱う物質であ

るため、幅広い年代の児童・生徒の自由研究の題
材に適していると考えられる。また、マイクロス
ケール化学実験は、「使用する試薬の量の削減、
廃棄物の削減、省資源・省エネルギーが達成でき
る環境にやさしい実験」３）であることが広く知ら
れている。
佐藤・太田（２０２２）は、そのようなマイクロス
ケール化学実験の利点を活かして、色の異なる３
種類のじゃがいも（メークイン、シャドークイー
ン、レッドムーン）とかぼちゃの少量の廃棄部位
からデンプンを抽出する方法を示した４）。この学
会発表の場では、ステーキナイフとおろし金を用
いて通常の約１／５０のスケールでデンプンを抽出
する方法を紹介した。だが、おろし金を使い慣れ
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Key words : kitchen science, microscale chemistry, starch
キーワード：キッチンサイエンス、マイクロスケール化学、デンプン

115



ていない児童・生徒が怪我をするリスクがあるこ
とは否めず、街の食料品店ではシャドークイーン
やレッドムーンを入手し難いのが実情であった。
本研究では、安価で安全な器具を用いたじゃが
いも（男爵）の少量の廃棄部位からのデンプンの
抽出方法の明確化を目的とした探索を試みた。
ここでは、ステーキナイフと小型のすり鉢・す
りこぎを用いて、じゃがいも（男爵）の少量の廃
棄部位からデンプンを抽出する方法を紹介する。
併せて、きゅうりの廃棄部位を用いた対照実験の
方法も紹介する。

＊備考：デンプンの表記について
「小学校では『でんぷん』，中学校では『デンプ
ン』，高等学校では『デンプン（科学と人間生活，
化学）』」５）と示すのが一般的である。幅広い年代
の児童・生徒の自由研究に焦点を当てた本稿で
は、昭和３３年改訂小学校学習指導要領の引用部分
のみを平仮名で「でんぷん」と示し、その他の部
分は片仮名で「デンプン」と示した。

２．実験

２．１の実験１、２．２の実験２に用いた器具、食材
（廃棄部位）、試薬は次の通りである。なお、実
験１、実験２のヨウ素デンプン反応は、中川
（２０２２）が示したマイクロスケール実験での黒色
と白色のペットボトルキャップの活用方法６）を参
考にして実施した。

器具
小型の容器２個，１０ mLビーカー２個，まな板２
枚，ステーキナイフ２本，小型のすり鉢２個，小
型のすりこぎ２個，茶こし２個，スポイト２本，
灰色のペットボトルキャップ１個，白色のペット
ボトルキャップ１個，キッチンスケール１台
食材（廃棄部位）
じゃがいも（男爵）の皮，きゅうりのヘタ
試薬
イソジンうがい薬（シオノギヘルスケア）

２．１ 実験１ じゃがいも（男爵）の少量の廃棄部
位からのデンプンの抽出実験

⑴ じゃがいも（男爵）を丁寧に洗い、ステーキ
ナイフで芽をくり抜いて皮をむいた。
⑵ ⑴で得られたじゃがいも（男爵）の皮（廃棄
部位）約２gをステーキナイフで粗みじん切り
にした。そして、小型のすり鉢・すりこぎです
り潰した。
⑶ ⑵に約１０ mLの水を加えた（１０ mLビーカー
使用）。
⑷ ⑶を茶こしで小型の容器に漉し分け、このう
ち約２mLのろ液をスポイトで灰色のペットボ
トルキャップに入れて静置した。
⑸ ⑷のろ液から白い沈殿が生じたら、ろ液を捨
て沈殿を乾かした。
⑹ ⑸で得られた白い粉にイソジンうがい薬を１
滴加えた。

２．２ 実験２ きゅうりの少量の廃棄部位を用い
た実験１の対照実験

⑴ きゅうりを丁寧に洗い、ステーキナイフでヘ
タの部分を切り分けた。
⑵ ⑴で得られたきゅうりのヘタの部分（廃棄部
位）約２gをステーキナイフで粗みじん切りに
した。そして、小型のすり鉢・すりこぎですり
潰した。
⑶ ⑵に約１０ mLの水を加えた（１０ mLビーカー
使用）。
⑷ ⑶を茶こしで小型の容器に漉し分け、このう
ち約２mLのろ液をスポイトで白色のペットボ
トルキャップに入れて静置した。
⑸ ⑷のろ液を乾かした。
⑹ ⑸にイソジンうがい薬を１滴加えた。

３．結果

３．１ 実験１について
実験１⑴の結果を図１に示し、実験１⑵の結果
を図２，図３に示した。包丁の代わりにステーキ
ナイフを用いても、じゃがいも（男爵）の芽をく
りぬく作業、皮むき、粗みじん切りを行うことは
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可能であった。また、用いたじゃがいも（男爵）
の廃棄部位を約２gに留めたことで、街の１００円
ショップで購入可能な小型のすり鉢・すりこぎで
全てすり潰すことが可能であった。
実験１⑶，⑷の結果を図４，図５に示した。
図５のろ液を約３分間静置したら、肉眼で視認
可能な白い沈殿が生じた。これに続いて、実験１
⑸，⑹の結果を図６，図７に示した。結果として、
実験１では、じゃがいも（男爵）の廃棄部位から
肉眼で視認可能な白い粉を取り出すことが可能で
あった（図６）。ここで得られた白い粉にイソジン
うがい薬を滴下したら青紫色に変化し、ヨウ素デ
ンプン反応を示したことから、白い粉がデンプン
であることを確かめた（図７）。

３．２ 実験２について
実験２⑴の結果を図８に示し、実験２⑵の結果
を図９，図１０に示した。包丁の代わりにステーキ
ナイフを用いても、きゅうりのヘタの部分の切り
分けや、粗みじん切りを行うことは可能であっ
た。また、用いたきゅうりの廃棄部位を約２gに
留めたことで、実験１と同様に街の１００円ショッ
プで購入可能な小型のすり鉢・すりこぎで全てす
り潰すことが可能であった。
実験２⑶，⑷の結果を図１１，図１２に示した。図

１２のろ液を約３分間静置しても沈殿は生じなかっ
た。これに続いて、実験２⑸，⑹の結果を図１３，図
１４に示した。結果として、実験２ではきゅうりの
廃棄部位から肉眼で視認可能な白い粉を取り出す
ことは不可能であった（図１３）。そして、乾燥後に
残った緑色の物質にイソジンうがい薬を滴下して
もヨウ素デンプン反応を示さなかった（図１４）。

図２ 粗みじん切りにしたじゃがいも（男爵）の廃棄部位

図３ 潰したじゃがいも（男爵）の廃棄部位

図４ 図３に水を加えたときの様子

図５ 灰色のペットボトルキャップに入れたろ液

図６ じゃがいも（男爵）の廃棄部位から取り出した白い粉

図１ じゃがいも（男爵）の廃棄部位

マイクロスケール法による野菜の廃棄部位からのデンプンの抽出実験 117



４ 考察

じゃがいも（男爵）、きゅうりは年間を通して入
手しやすい食材である。そのため、本稿で示した
じゃがいも（男爵）の少量の廃棄部位からのデン
プンの抽出実験ときゅうりの少量の廃棄部位を用
いた対照実験は、家庭の台所で実施可能な自由研
究の題材として適していると考えられる。
従来は、ピーラーもしくは包丁で皮をむき、お
ろし金でおろすかみじん切りにしたじゃがいもの
可食部からデンプンを抽出する手法が一般的で
あった７）。本研究により、ステーキナイフ、小型
のすり鉢・すりこぎを用いてじゃがいも（男爵）
の廃棄部位から肉眼で視認可能な量のデンプンを
抽出することが可能になった。

図７ ヨウ素デンプン反応の結果
図１２ 白色のぺットボトルキャップに入れたろ液

図８ きゅうりの廃棄部位

図１３ 乾燥後の図１２

図９ 粗みじん切りにしたきゅうりの廃棄部位

図１４ ヨウ素デンプン反応の結果

図１０ 潰したきゅうりの廃棄部位

図１１ 図１０に水を加えたときの様子
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こうすることで、家庭科の授業で包丁やおろし
金の使い方を学んでいない段階の児童の負傷リス
クを低減できると考えられる。
科学イベントの場などで本稿で紹介した実験の
指導を行う機会を設けて、幅広い年代の児童・生
徒の環境問題に対する意識を高めていくことが今
後の課題である。
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要旨
本研究では、安価で安全な器具を用いて手軽に
入手可能なじゃがいも（男爵）の少量の廃棄部位
からデンプンを抽出する方法を検討した。結果と
して、ステーキナイフ、小型のすり鉢・すりこぎ
を用いてじゃがいも（男爵）の廃棄部位から肉眼

で視認可能な量のデンプンを抽出することが可能
であった。

（２０２３年９月１３日受稿）
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